
多機能計測システムSA-A1には、騒音・振動入力のほかに回転パルス入力端子があり、騒音や振動と回転
速度を同時に測定・分析ができます。
下図は、自動車の運転席の耳元位置にマイクロホンを2箇所設置して、加速時の音の分析を行っているイ
メージです。回転パルスの入力も可能です。無線ドックSA-A1WDを使用することで、マイクロホンの信号は
SA-A1本体に無線伝送されますので、延長ケーブルの敷設が不要です。SA-A1本体は車内に置くことはもち
ろん、無線であることを活かして車外に持ち出して分析することも可能です。
SA-A1は最大4台のSA-A1WDと無線接続することができますので、最大4チャンネル×4台で計16チャン
ネルの騒音・振動測定・分析ができます。

システム図

騒音・振動と回転速度の測定システム

機器構成
品 名 型 式

多機能計測システム（2チャンネル/4チャンネルFFTパッケージ） SA-A1FTB2/SA-A1FTB4

無線ドック SA-A1WD

2チャンネル/4チャンネルアンプ SA-A1B2/SA-A1B4

SDカード（512 MB/2 GB/32 GB） MC-51SD1/20SD2/32SP3

1/2インチエレクトレットマイクロホン UC-59

プリアンプ NH-22A

BNC-BNC同軸ケーブル EC-90シリーズ

1/2インチマイクホルダ UA-90

圧電式加速度ピックアップ（アンプ内蔵型） PV-91C/97ｴなど

ピックアップ用ケーブル VP-51シリーズ

BNCアダプタ VP-52C（電荷出力型では不要）

回転センサ

SA-A1使用事例

マイクロホン

無線ドック

回転パルス

2/4チャンネル
アンプ

SA-A1



測定画面例

使用事例

■ 加速時の自動車騒音・振動のFFT分析と回転数の同時測定（無線・有線）
■ 回転機械の騒音・振動の FFT分析と回転数の同時測定（無線・有線）

騒音のFFT分析と回転数測定画面例

加速騒音のFFT再分析画面例
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